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［
論
文
要
旨
］

　

近
世
の
暦
お
よ
び
陰
陽
道
に
関
す
る
資
料
群
の
う
ち
、
吉
川
家
文
書
は
、
地
方
の
暦
師
お
よ
び
陰

陽
師
の
活
動
が
わ
か
る
稀
有
な
資
料
群
で
あ
る
。
特
に
、
暦
や
土
御
門
家
が
発
給
し
た
文
書
だ
け
で

な
く
、
奈
良
で
作
成
さ
れ
た
文
書
資
料
や
、
吉
川
家
の
蔵
書
（
書
籍
史
料
）
が
質
量
と
も
に
充
実
し

て
い
る
た
め
、
研
究
利
用
す
る
者
の
視
角
に
よ
り
、
新
し
い
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
点
が
注
目

さ
れ
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
で
は
、
吉
川
家
文
書
を
研
究
者
の
問
題
関
心
に
基
づ
い
て
使
用
し
て

は
き
た
が
、
資
料
群
の
全
体
像
へ
の
関
心
は
希
薄
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
が

吉
川
家
文
書
の
ど
の
資
（
史
）
料
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
き
た
の
か
ま
と
め
、
吉
川
家
文
書
を
用

い
た
研
究
の
現
状
と
今
後
の
課
題
を
明
確
化
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
近
世
史
の
最
新
の
動
向
を
踏
ま

え
た
吉
川
家
文
書
分
析
の
具
体
例
と
し
て
、
近
年
研
究
が
進
ん
で
い
る
書
物
・
出
版
研
究
お
よ
び
蔵

書
研
究
の
方
法
論
を
援
用
し
、
吉
川
家
文
書
の
中
で
も
注
目
さ
れ
て
き
た
史
料
で
あ
る
「
暦
掛
り

記
録
」
を
分
析
し
た
。「
暦
掛
り
記
録
」
の
記
述
を
断
片
的
に
取
り
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
史
料
の

全
体
を
踏
ま
え
た
分
析
に
よ
り
、
先
行
研
究
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
陰
陽
町
の
暦
師
（
陰
陽

師
）
た
ち
の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
事
象
へ
の
対
応
や
、
記
録
管
理
へ
の
意
識
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

【
キ
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ワ
ー
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は
じ
め
に

　

大
学
や
短
期
大
学
で
日
本
近
世
史
を
学
ぶ
学
生
は
、「
陰
陽
師
の
史
料
（
（
（

」
と
聞
い

た
ら
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
想
像
す
る
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
面
白
そ
う
だ
と
興

味
を
持
つ
者
は
そ
れ
な
り
に
い
る
と
思
う
。
し
か
し
、
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
は
難

し
そ
う
だ
と
思
う
者
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
筆
者
が
そ
の
よ
う
に
予
想
す

る
理
由
は
、
筆
者
の
身
近
な
研
究
者
や
学
芸
員
で
す
ら
、
よ
く
目
に
す
る
地じ

方か
た

文も
ん

書じ
ょ

と
は
違
い
、
字
は
読
め
て
も
理
解
す
る
た
め
に
は
陰
陽
道
に
関
す
る
詳
し
い
知
識

が
必
要
だ
と
思
い
、
陰
陽
師
の
史
料
の
共
同
研
究
に
参
加
し
て
い
る
と
言
う
筆
者
に

対
し
、
自
分
と
は
縁
遠
い
世
界
だ
と
い
う
よ
う
な
反
応
を
示
す
者
が
多
い
か
ら
だ
。

　

た
し
か
に
、
陰
陽
道
や
陰
陽
師
に
関
す
る
史
料
は
、
ど
こ
の
地
域
に
も
存
在
す
る

訳
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
地
方
文
書
の
調
査
の
経
験
を
積
む
だ
け
で
は
、
内
容
を
理

解
す
る
た
め
の
知
見
を
得
ら
れ
な
い
し
、
専
門
的
な
知
識
が
あ
っ
た
方
が
、
史
料

か
ら
多
く
の
情
報
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
確
か
だ
。
し
か
し
、
特
に
、
本
稿
が
対
象
と

す
る
近
世
奈
良
町
の
陰
陽
師
の
よ
う
な
地
方
陰
陽
師
は
、
陰
陽
道
の
専
門
的
な
知
識

を
持
た
な
い
地
域
民
衆
を
相
手
に
し
て
陰
陽
師
と
し
て
の
活
動
を
し
て
い
た
の
だ
か

ら
、
陰
陽
道
研
究
プ
ロ
パ
ー
で
な
く
て
も
理
解
で
き
る
史
料
は
か
な
り
あ
る
と
考
え

る
べ
き
だ
ろ
う
。
多
く
の
人
が
思
っ
て
い
る
よ
り
も
、
地
方
陰
陽
師
の
史
料
の
研
究

は
、
参
入
の
た
め
の
障
壁
が
低
い
の
だ
。

　

二
〇
二
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
陰
陽
道
に
関
す
る
論
集
や
雑
誌
特
集
号
が
、
立

て
続
け
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。
そ
れ
ら
の
書
籍
で
は
、
多
く
の
研
究
者
が
さ
ま
ざ
ま

な
分
析
視
角
か
ら
論
考
を
寄
稿
し
、
研
究
史
の
現
状
と
今
後
の
課
題
を
わ
か
り
や
す

く
提
示
し
て
い
る
。
中
で
も
、
筆
者
も
寄
稿
し
た
『
新
陰
陽
道
叢
書　

第
五
巻　

特

論
』
は
、「
Ⅲ　

陰
陽
道
史
料
の
現
在
」
に
お
い
て
、
吉
川
家
文
書
を
含
む
陰
陽
道

に
関
す
る
史
料
群
が
紹
介
さ
れ
、
史
料
か
ら
解
明
可
能
な
課
題
が
具
体
的
に
提
案
さ

れ
て
い
る
（
（
（

。
本
稿
を
執
筆
し
て
い
る
二
〇
二
三
年
三
月
現
在
は
、
陰
陽
道
研
究
を
始

め
る
た
め
の
前
提
と
な
る
研
究
史
整
理
や
史
料
の
情
報
が
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
る
段
階

と
言
え
、
地
方
陰
陽
師
に
関
す
る
史
料
も
、
従
来
よ
り
も
幅
広
い
層
に
よ
っ
て
分
析

さ
れ
、
新
し
い
知
見
が
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

さ
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
吉
川
家
文
書
は
、
現
在
の
奈
良
県
奈
良
市
陰い
ん

陽よ
う

町
ち
ょ
う

に
伝
来
し
た
資
料
群
で
あ
り
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
る
以
前
の

一
九
八
二
年
に
、
奈
良
市
史
編
集
室
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
目
録
が
公
刊
さ
れ
て
い

る
（
（
（

。
奈
良
市
史
編
集
室
の
整
理
で
は
、「
1　

南
都
暦
」「
2　

伊
勢
暦
」「
7　

暦

陰
陽
道
関
係
文
書
」「
8　

陰
陽
道
祭
文
等
」
と
い
っ
た
内
容
ご
と
に
分
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
年
代
順
に
資
料
番
号
が
付
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
年
に
は
、
木
場
明
志
が
、
吉

川
家
文
書
を
使
用
し
た
研
究
論
文
を
発
表
し
て
い
る
（
（
（

。

　

奈
良
市
史
編
集
室
が
発
行
し
た
目
録
に
は
、
わ
か
り
や
す
い
解
題
と
一
部
の
史
料

の
翻
刻
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
所
蔵
資
料
に

な
っ
て
か
ら
の
研
究
で
も
参
照
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に

お
い
て
も
、
資
料
の
再
整
理
・
資
料
の
情
報
の
公
開
・
閲
覧
環
境
の
整
備
が
進
め
ら

れ
た
。
こ
う
し
た
条
件
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
一
九
八
二
年
か
ら
二
〇
二
三
年
ま
で

四
十
年
以
上
も
の
長
い
間
、
吉
川
家
文
書
は
、
暦
や
陰
陽
道
の
研
究
に
資
す
る
資
料

群
と
し
て
知
ら
れ
、
研
究
利
用
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
吉
川
家
文
書
を
使
用
し
た
先
行
研
究
は
、
吉
川
家
文
書
と
い
う
資
料
群

の
全
体
像
へ
の
関
心
は
希
薄
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
研
究
者
に
よ
り
分
析
視
角
が
異

な
る
た
め
、
奈
良
市
史
編
集
室
が
付
け
た
資
料
群
の
分
類
を
横
断
し
た
研
究
は
少
な

い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
❶
で
、
先
行
研
究
（
（
（

が
吉
川
家
文
書
の
ど
の
史
料
を
ど
の

よ
う
に
利
用
し
て
き
た
の
か
確
認
す
る
。
そ
し
て
、
吉
川
家
文
書
研
究
の
現
状
と
今

後
の
課
題
を
明
確
化
し
た
い
。

　

ま
た
、
論
考
発
表
以
降
に
進
展
し
た
研
究
動
向
を
踏
ま
え
、
既
に
分
析
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
史
料
も
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
❷
で
は
、
近
世
日
本
を
対
象
と

し
た
書
物
・
出
版
研
究
（
（
（

の
方
法
論
を
意
識
し
て
、
吉
川
家
文
書
の
中
で
も
注
目
さ
れ

て
き
た
史
料
で
あ
る
「
暦
掛
り
記
録
」
を
分
析
す
る
。
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表１　先行研究における吉川家文書の利用

資料番号 資料名 1982 奈良市 
史編集室編

1982
木場

1992
安彦

1992
吉田

2007a
小田

2007b
小田

2016
梅田

2018
梅田

2018
小田

2021
小田

1-16 ［南都暦］（宝暦 14 年版） 表 2 言及

1-20 ［南都暦］（明和 5 年版） 表 2 一部掲載

1-22 ［南都暦］（明和 7 年版） 表 2 一部掲載

1-23 ［南都暦］（明和 8 年版） 表 2

1-33 ［南都暦］（安永 10 年版） 表 2

1-134,135［南都暦］（安政 7 年版） 表 2

3-1 三嶋暦 一部翻刻

5-1 ［具注暦］ 言及 言及
（暦師名）

5-2 延宝八年具注暦 言及

5-3 天和三年具注暦 言及 言及
（暦師名）

5-4 天和四年具注暦 言及 言及
（暦師名）

7-1 （陰陽道）掟 翻刻 翻刻 翻刻 註 17 掲載

7-4 （南都暦師中新暦一件ニ付）乍恐謹而奉
申上候口上覚 翻刻／引用 註 8

7-6 （吉川若狭官位継目官銀）御寄進帳　 言及 註 25

7-8 町内祝儀覚帳 言及か（p.34） 註 22

7-10 南在檀中毎年御祈祷覚帳 言及 引用 註 24 註 9 一部掲載

7-16 職札 言及

7-26 軒別直段引下ケ方之儀ニ付連印帳 言及 言及
（参照）

7-28 （官服）許状 翻刻

7-30 奉差上御請一札之事 翻刻

7-42 奉差上御請書 言及部分
と関連

7-43 口上書ヲ以奉御願申上候 翻刻 言及（複
数箇所） 註 12

7-45 暦掛り記録 部分翻刻　
言及 部分翻刻 部分翻刻 言及（複

数箇所） 一部掲載

7-56 （南都暦弘暦差配取極証書） 翻刻／言及 翻刻 言及

7-73 （陰陽道）掟 言及

7-75 仲間方年中諸入用帳 言及　
表作成 言及 言及　

表作成

7-78 （弘暦仕来りの儀）乍恐奉願上候口上覚 翻刻／言及 言及 翻刻

7-79 （陰陽道取締役ニ付）乍恐御届奉申上候 翻刻 言及

7-80 （藤村数馬身代ニ付）差入申規定一札之
事 言及 註 28

7-81 土御門家御支配入官金覚 翻刻 言及

7-82 （藤村数馬身代一件ニ付）差入申規定一
札之事 言及

7-83 （家職預ケニ付）差入申規定一札之事 言及

7-85 ［暦局御用掛宛願書綴］ 言及
（複数箇所） 言及 言及

（引用も）

7-86 諸国弘暦者盟約書 翻刻 言及

7-87 頒暦御改正ニ付御布告諸件控 翻刻

7-88 （退職冥加金）別紙受取之事 翻刻／言及
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7-89 （伊賀・大和両国弘暦許状） 翻刻

7-90 （頒暦価格ニ付）乍恐御伺奉申上候口上 翻刻

7-92 奈良町之内陰陽町霊符社巨細書 一部翻刻

7-93 （頒暦御改正ニ付）為取替約定之事 翻刻

7-94 （郡山藩弘暦ニ付）御届書 翻刻／言及 言及

7-95 （弘暦出張に付）奉願上 翻刻
表作成 言及

表作成
（日付誤
記か）

7-97 （久居藩領内弘暦之儀ニ付）奉願上 翻刻／言及 言及

7-98 （弘暦者退職ニ付）差入申証書之事 言及 註 30

7-98 （弘暦者退職ニ付）差入申証書之事 言及

7-100 暦商社規則書 言及
（複数箇所）

7-117 明治十七年暦決算表 表作成 言及 表作成

7-123 退組御願（林組退組） 翻刻／言及 言及

7-126 （弘暦者組合事業創業入費受取）証 翻刻／言及 言及か

7-128 勘申陰陽寮并被官等職掌官位昇進次第 言及

7-130 天和貞享御定古格之趣并面々常可心得
条々 言及

7-143 覚（奈良暦他国売取締ニ付） 翻刻／言及 部分翻刻 言及

7-148 （倹約方申入ニ付返答ニ付）口上之覚 註 26

7-150 口演（御貢納金徴収ニ付） 言及

7-153 （伊賀国弘暦御免一件ニ付）乍恐奉願上
口上書 翻刻／言及

7-160 書附以奉申上候（陰陽町家職書上帳） 言及
言及

（下書き
もあり）

図作成 註 7

7-161 町内直下ケ下書 言及

7-175 か 吉川筑後宛陰陽道役所書状 翻刻

8-1 反閇作法 註 27 註 16

8-2 忌部禊詞 表 1

8-3 地鎮安宅祭文 表 1

8-4 大織冠御啓白文 表 1

8-5 術水之法 表 1

8-6 （卜筮祝文） 言及か 表 1

8-7 天曹地府祭之図 言及 表 1

8-8 尸祝 註 23 註 7

8-9 尸祝 註 23 註 7

8-10 尸祝 註 23 註 7

8-12 大嘗会天曹地府祭御行事 言及か 註 8 一部翻刻

8-13 龔考御年卦之事 註 10

8-18 （八百万神祭図） 註 29

8-20 家相本命記 言及

8-26 平産之符 言及

8-27 （九神祝詞他） 表 1

8-30 龔考御印形之事 註 11

8-33 長慶宣明暦算法 表 5

史料番号 史料名 1982 奈良市 
史編集室編

1982
木場

1992
安彦

1992
吉田

2007a
小田

2007b
小田

2016
梅田

2018
梅田

2018
小田

2021
小田



139

[地方暦師・地方陰陽師史料の使い方]……小田真裕

8-34 断易天機 表 5

8-35 大ざっしょ 表 5

8-36 古易精義 表 5

8-37 易道初学　一名　仮名小筌 表 5

8-38 初学擲銭抄 表 5

8-39 心易卦数 表 1 表 5

8-41 梅花心易　全 表 5

8-42 古暦便覧備考 表 5

8-43 南伊勢多気郡栗谷村赤城峰霊符山縁起 註 12

8-44 倭板易学啓蒙 表 5

8-45 梅花心易掌中指南 註 20 表 5

8-50 鎮魂祭 表 1

8-51 宅鎮祭 表 1

8-52 九将神祭 表 1・
註 12

8-53 新撰定暦鈔冬 表 5

8-55 相法大意（内題：相法大意祓秘） 表 5・
言及

8-56 易六十四卦占 言及 表 1 表 5・
言及

8-57 宣明暦立成秘　上 言及 表 5・
言及

8-59 泰山府君祭 表 1・
註 9

8-60 易学小筌指南 表 5

8-61 年中運気指南 表 5

8-62 泰山府君祭（内題：祭祀供養望斗経） 表 1・
註 10

8-63 大嘗会御行事 表 1・
註 21

8-68,
　69,
  136

筮儀（同名史料） 言及 表 1

8-71 （祝詞） 表 1

8-73 九将神祭 表 1

8-74 天曹地府祭法次第 表 1

8-75 年卦序書記 言及 表 1・
註 19 註 14 一部翻刻

8-76 忌部禊事葉秘授略 表 1

8-77 家相図解 表 5

8-82 （泰山符君之祭） 表 1・
註 11

8-91 古易対問一家言　上巻 表 5

8-92 古易一家言 表 5

8-97 公事根源　全 表 1

8-98 二十二社神名帳 表 1

8-100 中臣祓諸葉草　乾 表 1

史料番号 史料名 1982 奈良市 
史編集室編

1982
木場

1992
安彦

1992
吉田

2007a
小田

2007b
小田

2016
梅田

2018
梅田

2018
小田

2021
小田
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註 1：論考名の略記は本稿の註を参照。［2007a 小田］は拙稿「南部暦師・陰陽師の読書」，［2007b 小田］は拙稿「幕末奈良陰陽師の活動」
を指す。

註 2：網掛けにした資料は，『陰陽師とは何者か―うらない，まじない，こよみをつくる』（小さ子社，2023 年）に掲載された展示資料
もしくは参考資料。他に掲載されている文書資料は，6-7 ～ 9「（旧暦）明治六年暦」，6-13 および 14「明治九年太陽暦と太陽略暦」，
6-18「明治十一年太陽暦」，6-25「明治十六年暦（官暦）」，7-5「（陰陽道）掟」（明和 4 年），7-12「奉御立願安産鎮祭神符守護之事」，
7-13「（木綿繦官服）許状」，7-15「（陰陽町家職書上帳下書）」（7-160 の関連資料），7-36「新組定」，7-37「御貢納上納請取割印帳」，
7-106「頒暦取扱規則」，7-151「頒暦取締達状写」，7-158「維新以後頒暦ニ付達状」，8-94「呪符集」，8-108「土公神祭文」，8-131「吉
備大臣唐伝授口伝」，8-133「鎮宅祭次第」，8-148「萬星祭事」，12-18「陰陽雑書」，13-3「暦入れ袋」，12-2「土御門家作法必（ママ）
伝」，13-10-6「安家大元水アケ之玉垣之伝」，15-13「売上明細帳」。

8-101 神道封之秘伝 言及 表 1・
註 14

8-102 中臣祓事業秘授略 表 1

8-103 神道喪祭家礼 註 15

8-106 中臣祓諸葉草　坤 表 1

8-110 甫 （簠簋）日取抄 言及

8-111 八宅明鏡要覧　施本 表 5

8-117 易学小全（ママ）乾 表 1 表 5

8-118 倭王代一覧図（外題：年代記　全） 表 1

8-119 愛宕山勝軍地蔵権現秘法 表 1

8-122 鎮宅霊符祭文 表 1

8-124 地鎮祭文 言及？ 表 1

8-125 諸神道 表 1

8-128 星図歩天歌 表 5・
言及

8-132 冨士垢離柷 表 1 註 6

8-134 般若心経秘鍵并序 言及

8-138 仏説天地八陽神咒経 奥書翻刻 言及 奥書翻刻

8-139 妙覚心地祭文 言及

8-140 （諸神勧請祝詞他） 表 1 註 5

8-141 泰山府君祭 表 1

8-142 身曽遣太祓 表 1 註 5

8-147 極秘伝判形占口伝書 言及

8-149 地鎮安宅祭文 表 1

8-150 大陰陽祭儀上言 表 1

8-151 万日取之聞書秘密口伝 言及

9-25 周易伝義 表 5

9-42 積善児訓　全 表 5・
言及

12-13 三十二相写本 言及

史料番号 史料名 1982 奈良市 
史編集室編

1982
木場

1992
安彦

1992
吉田

2007a
小田

2007b
小田

2016
梅田

2018
梅田

2018
小田

2021
小田
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❶
吉
川
家
文
書
の
使
わ
れ
方

　
（
一
）
吉
川
家
文
書
の
研
究
史

　
『
新
陰
陽
道
叢
書　

第
五
巻　

特
論
』
に
お
い
て
、
筆
者
は
、
吉
川
家
文
書
の
研

究
史
を
時
系
列
で
ま
と
め
た
（
（
（

。
こ
の
拙
稿
を
前
提
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
先
行
研
究

に
お
け
る
吉
川
家
文
書
の
利
用
の
さ
れ
方
を
よ
り
具
体
的
に
紹
介
す
る
た
め
に
、
表

1
を
作
成
し
、
論
文
ご
と
に
、
引
用
も
し
く
は
言
及
し
て
い
る
史
料
を
ま
と
め
た
。

　

吉
川
家
文
書
の
研
究
史
は
、
時
系
列
を
意
識
す
る
と
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
と

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
二
分
で
き
る
。

　

前
者
は
、
奈
良
市
で
史
料
を
閲
覧
し
た
成
果
で
、
一
九
九
二
年
に
論
考
を
発
表
し

て
い
る
安
彦
勘
吾
と
吉
田
栄
治
郎
は
、
奈
良
市
史
編
集
室
で
吉
川
家
文
書
の
整
理
に

従
事
し
て
い
た
。
両
者
と
も
に
、
奈
良
の
地
域
史
研
究
へ
の
関
心
が
高
く
、
吉
川
家

文
書
の
う
ち
、「
7　

暦
・
陰
陽
道
関
係
文
書
」
に
注
目
し
た
。

　

一
方
、
当
時
大
谷
大
学
の
教
員
で
あ
っ
た
木
場
明
志
は
、
陰
陽
道
研
究
の
観
点

か
ら
吉
川
家
文
書
を
分
析
し
た
。
そ
の
た
め
、
安
彦
・
吉
田
と
着
眼
点
が
異
な
り
、

「
8　

陰
陽
道
祭
文
等
」
な
ど
の
祭
文
類
や
蔵
書
の
内
容
に
着
目
し
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
お
い
て
閲
覧
し
た
成
果
が

発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
館
に
は
、
奈
良
市
史
編
集
室
が
整
理
し
た
史
料
の

大
部
分
が
、
一
九
八
七
年
度
に
収
蔵
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
全
点
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
撮
影
と
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め
ら
れ
、
ま
た
、
封
筒
の
詰
め
替
え
と
目
録
の
精
査

も
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
前
任
者
の
工
藤
航
平
か
ら
作
業
を
引
き
継
い
だ
筆
者
が
ま

と
め
た
目
録
が
、
二
〇
〇
七
年
三
月
発
行
の
科
研
費
研
究
成
果
報
告
書
に
掲
載
さ
れ

た
。
こ
れ
ま
で
に
筆
者
が
発
表
し
た
論
考
は
、
目
録
精
査
の
た
め
の
原
本
確
認
を
し

た
際
の
知
見
に
よ
る
も
の
で
、
書
物
・
出
版
研
究
の
進
展
を
踏
ま
え
て
、
暦
へ
の
書

き
込
み
や
書
物
と
の
関
わ
り
を
、
吉
川
家
の
歴
代
当
主
の
個
性
に
注
目
し
て
分
析
し

て
き
た
（
（
（

。
ま
た
、
近
世
の
暦
と
陰
陽
道
に
関
す
る
研
究
を
進
め
る
梅
田
千
尋
は
、
土

御
門
家
の
暦
や
陰
陽
師
に
対
す
る
支
配
の
側
面
、暦
お
よ
び
陰
陽
道
に
関
す
る
「
知
」

に
注
目
し
て
史
料
の
分
析
を
進
め
て
い
る
（
（1
（

。
筆
者
と
梅
田
は
、「
8　

陰
陽
道
祭
文

等
」
を
積
極
的
に
使
用
し
て
い
る
よ
う
に
、奈
良
市
史
編
集
室
関
係
者
で
あ
る
安
彦
・

吉
田
と
は
、
吉
川
家
文
書
を
分
析
す
る
際
の
着
眼
点
が
大
き
く
異
な
る
。

　

そ
し
て
、
二
〇
一
八
年
度
に
、
モ
ノ
資
料
や
近
代
の
吉
川
家
に
関
わ
る
史
料
を
含

む
追
加
分
が
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
所
蔵
に
な
り
、
近
藤
絢
音
が
整
理
を
進
め

た
。
こ
の
追
加
分
を
使
用
し
た
研
究
は
、
二
〇
二
三
年
三
月
時
点
で
は
、
ほ
と
ん
ど

発
表
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
分
析
が
期
待
さ
れ
る
。

　
（
二
）
吉
川
家
文
書
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と

　

次
に
、
先
行
研
究
が
吉
川
家
文
書
か
ら
読
み
取
っ
て
き
た
内
容
を
、
い
く
つ
か
の

テ
ー
マ
に
分
け
て
確
認
す
る
。

　
南
都
暦
（
奈
良
暦
）
の
版
行
・
頒
布

　

吉
田
栄
治
郎
は
、
奈
良
町
に
お
け
る
造
・
頒
暦
の
盛
行
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
世

に
入
る
と
貞
享
改
暦
時
ま
で
の
奈
良
暦
師
の
動
向
を
知
り
う
る
史
料
は
、
在
地
に
は

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
と
指
摘
し
た
。
吉
川
家
文
書
も
、
貞
享
改
暦
以
前
の
史

料
は
少
な
い
が
、「
1　

南
都
暦
」「
2　

京
大
経
師
暦
」「
7　

暦
・
陰
陽
道
関
係

文
書
」
の
充
実
し
た
質
と
量
は
、
南
都
暦
（
奈
良
暦
）
の
版
行
と
頒
布
に
関
す
る
研

究
に
有
益
な
情
報
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。

　

奈
良
暦
に
関
す
る
基
礎
的
な
事
実
を
多
く
明
ら
か
に
し
た
論
者
が
、
安
彦
勘
吾
で

あ
る
。
安
彦
は
、
例
え
ば
、
一
七
世
紀
ご
ろ
の
奈
良
暦
師
名
を
、
天
理
図
書
館
・
内

閣
文
庫
・
国
立
国
会
図
書
館
な
ど
の
機
関
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
古
書
目

録
に
載
っ
て
い
る
南
都
暦
と
と
も
に
、
吉
川
家
文
書
の
南
都
暦
か
ら
抽
出
し
た
。
陰

陽
町
の
暦
師
は
、
売
暦
師
と
頒
暦
師
に
分
か
れ
て
お
り
、
吉
川
家
は
後
者
で
あ
っ
た
。

安
彦
の
研
究
は
、
前
者
二
家
の
う
ち
の
一
家
で
あ
る
中
尾
家
の
版
木
も
確
認
し
た
点
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に
特
徴
が
あ
る
。
版
木
の
裏
面
の
墨
書
を
紹
介
し
、
大
坂
の
彫
刻
専
門
家
に
発
注
し

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
と
い
う
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
。

　

暦
が
で
き
る
過
程
を
詳
し
く
知
れ
る
史
料
が
、
本
稿
❷
で
検
討
す
る
「
暦
掛
り
記

録
」
で
あ
る
。
一
九
八
二
年
一
二
月
に
発
表
さ
れ
た
木
場
明
志
の
論
考
、
一
九
九
二

年
に
発
表
さ
れ
た
安
彦
勘
吾
と
吉
田
栄
治
郎
の
論
考
は
、
い
ず
れ
も
、「
暦
掛
り
記

録
」
か
ら
、
南
都
暦
版
行
の
通
例
の
日
程
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

暦
が
で
き
た
後
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
近
世
に
は
大
和
一
国
に
限
ら
れ
た

こ
と
、
売
暦
を
で
き
た
家
は
中
尾
家
と
山
村
家
の
二
家
だ
け
で
、
吉
川
家
を
含
む
陰

陽
町
の
他
の
暦
師
・
陰
陽
師
は
賦
暦
（
土
産
暦
）
で
あ
り
、
陰
陽
師
の
旦
那
場
（
檀

那
場
）
回
り
の
手
土
産
な
ど
の
形
で
配
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
奈
良
暦
は
大
和
一
国
だ
け
で
流
通
し
た
の
で
は
な
く
、
安
彦
は
、
本
稿
❷

で
取
り
上
げ
る
藤
木
美
濃
の
例
に
も
言
及
し
、西
国
筋
に
「
暦
用
文
通
所
差
配
手
代
」

を
依
頼
す
る
ほ
ど
に
弘
暦
地
域
を
拡
大
し
て
い
た
よ
う
す
を
看
取
し
、「
奈
良
暦
は

売
暦
・
土
産
暦
と
も
に
各
地
で
受
容
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

売
暦
・
頒
暦
と
関
わ
っ
て
、「
町
内
直
ヶ
下
書
」、「
陰
陽
町
家
職
書
上
帳
」
か
ら
、

天
保
改
革
後
の
暦
の
値
段
や
陰
陽
町
の
暦
師
・
陰
陽
師
た
ち
の
存
在
形
態
が
考
え
ら

れ
て
き
た
。
本
研
究
報
告
で
翻
刻
し
た
「
仲
間
方
年
中
諸
入
用
帳
」
は
、
頒
暦
願
出

数
、半
期
分
の
掛
り
金
高
が
わ
か
る
史
料
で
あ
る
。
前
者
は
安
彦
と
吉
田
の
論
考
に
、

後
者
は
吉
田
の
論
考
に
、
い
ず
れ
も
図
示
さ
れ
て
い
る
。
安
彦
は
、
売
暦
師
二
家
で

あ
っ
て
も
、
売
暦
師
の
立
場
の
み
で
は
生
活
は
不
安
だ
っ
た
ろ
う
と
推
察
し
、
吉
川

家
を
含
む
土
産
暦
師
の
く
ら
し
は
「
大
へ
ん
と
思
わ
れ
る
」
と
し
、「
奈
良
暦
師
は

陰
陽
師
と
し
て
の
ご
祈
祷
料
収
入
で
、
お
も
な
生
計
が
た
て
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て

よ
い
」
と
指
摘
し
た
。
こ
の
経
営
の
不
安
定
さ
に
関
す
る
理
解
は
、
他
の
論
者
に
も

共
有
さ
れ
て
お
り
、
吉
田
は
、
頒
暦
範
囲
と
定
め
ら
れ
た
大
和
一
国
外
へ
の
売
暦
を

試
み
た
り
、
届
出
数
以
上
の
摺
出
し
を
お
こ
な
っ
て
い
た
り
し
た
こ
と
を
窺
え
る
と

指
摘
し
た
。

　

吉
川
家
文
書
は
、
幕
末
維
新
期
の
暦
に
関
す
る
文
書
史
料
も
充
実
し
て
い
る
。
そ

の
要
因
と
し
て
、
吉
川
筑
後
が
、
当
該
期
に
惣
代
を
勤
め
て
い
た
こ
と
を
あ
げ
ら
れ

る
。
本
研
究
報
告
に
翻
刻
を
掲
載
し
た
「
暦
局
御
用
掛
宛
願
書
綴
」
は
、
弘
暦
数
の

分
配
を
紹
介
し
、
弘
暦
者
持
場
を
表
に
す
る
際
の
典
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
。
ま
た
、
吉
田
栄
治
郎
は
、
大
和
・
伊
賀
両
国
に
お
い
て
、
支
配
人
が
任
命
さ

れ
た
こ
と
に
も
注
目
し
、
任
命
を
、
弘
暦
業
務
の
一
層
の
徹
底
を
図
る
た
め
と
理
解

し
た
。
吉
田
は
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
に
も
言
及
し
、
経
営
基
盤
の
不
安
定

な
暦
師
の
脱
落
を
ま
ね
い
た
事
例
と
し
て
、
藤
村
数
馬
・
藤
岡
和
清
の
例
を
紹
介
し

た
。

　

他
に
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
の
「
暦
商
社
規
則
書
」
か
ら
は
、
頒
暦
商
社
の

出
張
所
の
所
在
な
ど
が
読
み
取
ら
れ
て
い
る
。
吉
川
家
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
明
治

十
年
代
の
暦
決
算
表
が
あ
る
。
そ
し
て
、
頒
暦
商
社
林
組
の
退
役
願
か
ら
、
安
彦
勘

吾
は
、
林
組
退
職
を
決
意
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
も
は
や
奈
良
暦
で
な
い
頒
暦
で
あ

り
、
林
組
の
請
け
負
い
の
枚
数
が
年
ご
と
に
不
安
定
さ
を
増
す
ば
か
り
だ
っ
た
こ
と

と
の
関
連
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

な
お
、
安
彦
は
、
南
都
暦
に
関
す
る
研
究
課
題
を
列
挙
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

摺
り
を
任
せ
る
人
を
ど
こ
か
ら
雇
っ
た
か
、
幾
種
類
も
の
紙
の
仕
入
れ
は
ど
う
し
た

の
か
、
墨
・
水
引
・
綴
り
の
コ
ヨ
リ
の
こ
と
を
考
え
る
必
要
性
が
あ
る
、
な
ど
で
あ

る
。
ま
た
、
印
刷
後
の
作
業
に
つ
い
て
、
旧
奈
良
暦
師
家
で
も
伝
承
が
な
い
と
述
べ

て
い
る
。

　

陰
陽
道
・
南
都
陰
陽
師
の
活
動

　

次
に
、
陰
陽
道
研
究
の
観
点
に
よ
る
研
究
成
果
を
紹
介
す
る
。

　

奈
良
市
史
編
集
室
編
『
吉
川
家
文
書
目
録
』
が
刊
行
さ
れ
た
一
九
八
二
年
に
、
陰

陽
道
お
よ
び
地
方
陰
陽
師
研
究
の
観
点
か
ら
吉
川
家
文
書
を
分
析
し
た
研
究
者
が
木

場
明
志
で
あ
る
。
木
場
は
、「
陰
陽
道
掟
」
の
三
条
項
に
あ
る
「
陰
陽
家
行
事
」
と

し
て
「
修
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
も
の
」
を
、
祭
祀
と
祓
い
に
分
け
て
、
具
体
的
に
挙
げ

て
い
る
。
こ
の
具
体
的
内
容
の
根
拠
に
、
吉
川
家
文
書
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し



143

[地方暦師・地方陰陽師史料の使い方]……小田真裕

て
、「
災
害
を
予
知
し
て
禍
い
を
避
け
、
幸
福
を
招
く
と
こ
ろ
に
目
的
を
お
く
陰
陽

道
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
祭
祀
や
祓
い
に
行
事
の
重
点
が
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ

ろ
う
」
と
評
価
し
て
い
る
。

　

木
場
は
、
吉
川
家
文
書
の
う
ち
、
天
曹
地
府
祭
関
係
の
史
料
に
も
注
目
し
た
。
吉

川
家
文
書
に
「
大
嘗
会
天
曹
地
府
祭
」「
天
曹
地
府
祭
之
図
」
な
ど
の
史
料
が
あ
り
、

ま
た
、『
奈
良
名
産
史
』
に
見
ら
れ
る
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
霜
月
の
天
曹
地
府

祭
に
、
南
都
陰
陽
師
が
出
仕
し
た
記
録
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
時
に
お
い
て
朝
廷

行
事
に
も
、
土
御
門
家
の
郎
党
の
如
き
形
で
つ
き
随
う
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
よ
う
」
と
指
摘
し
た
。

　

吉
川
家
と
地
域
の
人
び
と
と
の
関
係
に
関
す
る
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
の

が
、「
南
在
檀
中
毎
年
御
祈
祷
覚
帳
」
で
あ
る
。
こ
の
史
料
か
ら
は
、
吉
川
家
が
、

添
上
・
添
下
・
山
辺
・
式
下
・
平
群
郡
を
「
南
在
檀
中
」
と
し
て
、
二
六
か
村
の
旦

那
場
と
一
八
〇
軒
の
旦
那
家
を
持
っ
て
毎
年
祈
祷
の
た
め
に
回
在
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
木
場
明
志
は
、
さ
ら
に
、
他
の
宗
教
者
と
の
関
係
や
実
践
面
に
着
目
し
、
檀
那

場
（
旦
那
場
）
に
お
け
る
類
似
の
祈
祷
宗
教
者
と
の
確
執
の
惹
起
を
指
摘
し
た
。
ま

た
、
陰
陽
町
に
お
い
て
、
平
素
の
活
動
と
し
て
、
鎮
宅
霊
符
社
へ
の
奉
仕
を
怠
っ
て

い
な
い
こ
と
を
、「
鎮
宅
霊
符
神
毎
日
行
法
次
第
」
の
存
在
か
ら
指
摘
し
た
。

　

安
彦
勘
吾
・
吉
田
栄
治
郎
と
異
な
り
、
木
場
は
、
書
籍
史
料
も
分
析
し
た
。
そ
し

て
、
仏
教
関
係
の
写
本
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
、
神
道
的
な
標
題
を
も
つ
祭
文
・
秘

伝
類
も
、
ひ
も
と
い
て
み
れ
ば
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
諸
仏
・
諸
菩
薩
の
名
が

見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
近
世
陰
陽
道
の
伝
播
経
路
や
そ
の
成
立
に
、
少
な
か

ら
ず
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
」
と
述
べ
た
。

　

木
場
の
論
考
は
、
当
時
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
書
籍
史
料
を
分
析
し
た

先
駆
的
な
地
方
陰
陽
師
研
究
だ
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
進
展
し
た
書
物
・
出
版
研
究

で
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
、
書
物
の
史
料
批
判
や
読
み
手
の
個
性
へ
の
着
目
は
不
十
分

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
、
特
に
写
本
に
見
ら
れ
る
書
き
込
み
に
着
目
し
、
歴
代

当
主
の
個
性
を
追
究
し
、
彼
ら
が
強
い
職
分
意
識
を
持
っ
て
主
体
的
な
読
書
を
行
っ

て
い
た
と
考
察
し
た
。
ま
た
、
梅
田
千
尋
は
、『
シ
リ
ー
ズ
〈
本
の
文
化
史
〉
４
』

所
収
の
論
考
に
お
い
て
、
書
籍
の
刊
行
時
期
や
流
通
量
に
も
注
目
し
、
蔵
書
に
、「
南

都
陰
陽
師
・
暦
師
が
作
成
し
、
そ
の
共
同
体
内
部
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
知
識
」
が
見

ら
れ
る
と
推
察
し
た
。
梅
田
は
、
さ
ら
に
、
蔵
書
や
「
知
」
の
内
容
に
暦
占
と
祭
式

で
差
異
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
易
占
・
暦
占
書
に
関
し
て
は
、「
土
御
門
家
の
影

響
は
限
定
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
指
摘
し
、
組
織
的
帰
属
と
知
識
の
源
泉
と

は
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
拠
る
べ
き
典
拠
は
個
々
の
判
断
で
取
捨
選
択
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
と
推
察
し
た
。

　

な
お
、
木
場
明
志
は
、「
陰
陽
道
組
合
取
締
願
書
」
を
、
幕
府
の
史
料
な
ど
と
合

わ
せ
て
検
討
し
、
類
似
宗
教
者
の
横
行
や
勝
手
に
陰
陽
師
を
名
乗
る
者
が
出
て
き
た

こ
と
に
手
を
焼
い
た
と
い
う
推
察
を
補
強
し
た
。
他
の
宗
教
者
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
吉
田
栄
治
郎
も
考
察
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
嘉
永
四
年
の
取
締
り
願
い
を
、
神

職
・
僧
侶
が
陰
陽
師
免
許
を
受
け
た
例
と
し
て
紹
介
し
、「
お
そ
ら
く
、
当
時
の
住

僧
が
「
有
髪
・
束
髪
」
で
は
な
い
も
の
の
「
占
考
・
祈
祷
・
日
取
・
方
角
等
考
」
に

か
か
わ
り
、
陰
陽
師
免
許
を
得
た
も
の
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
吉
川
家
文

書
以
外
の
事
例
（
葛
下
郡
三
倉
堂
村
竜
王
宮
の
神
主
吉
村
豊
後
）
か
ら
、
陰
陽
師
専

業
の
者
だ
け
で
な
く
吉
田
家
か
ら
許
状
を
受
け
た
神
主
も
、
土
御
門
家
か
ら
の
陰
陽

師
許
状
を
受
け
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
吉
川
家
が
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
任
命
さ
れ
た
取
締
役
に
つ
い
て
、

木
場
明
志
は
、
①
一
国
内
を
本
組
・
新
組
に
分
け
、
②
陰
陽
師
免
許
を
持
つ
も
の
を

郡
単
位
に
組
織
し
、
③
取
締
役
―
支
配
人
―
陰
陽
師
と
い
う
支
配
組
織
が
確
立
し
、

そ
れ
を
テ
コ
に
土
御
門
家
の
教
線
が
一
層
大
和
各
地
に
伸
び
て
い
っ
た
様
子
が
窺
え

る
と
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
典
拠
は
、
①
は
官
金
定
書
、
②
は
願
書
の
文
言
、
③
は
天

保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
の
大
安
寺
村
久
蔵
の
請
書
で
あ
る
。

　
土
御
門
家

　

吉
川
家
文
書
か
ら
、
土
御
門
家
に
関
す
る
情
報
を
読
み
取
っ
た
研
究
成
果
も
あ
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る
。

　

梅
田
千
尋
は
、
本
所
掟
・
条
目
を
比
較
す
る
際
に
、
吉
川
家
文
書
の
「
7

暦
・
陰
陽
道
関
係
文
書
」
も
用
い
て
い
る
。
単
著
所
収
の
論
考
に
お
い
て
、

具
体
的
に
使
用
し
た
史
料
は
、
天
和
・
貞
享
御
定
（
7-

130
）
と
「
掟
」

（
7-

1
）
で
あ
る
。
天
和
・
貞
享
御
定
は
、
他
に
も
所
蔵
が
あ
り
、「
本
所

御
触
書
」
と
同
時
に
出
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、内
容
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
八
月
に
揃
っ
て
作
成
さ
れ
、
陰
陽
道
組
織
の
祖
法

と
し
て
扱
わ
れ
た
こ
と
、
天
明
四
年
に
集
中
し
て
出
さ
れ
た
触
れ
が
、
西
日

本
の
陰
陽
道
組
織
に
お
い
て
重
要
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
史
料
に
見
ら
れ
る
「
関
東
頒
暦
御
調
役
所
」
と
い

う
表
記
に
注
目
し
、幕
府
天
文
方
の
提
案
が
一
部
採
用
さ
れ
た
と
考
察
し
た
。

　
陰
陽
町

　

先
述
し
た
「
陰
陽
町
家
職
書
上
帳
」
は
、
陰
陽
町
に
つ
い
て
知
る
た
め
の

重
要
な
史
料
で
あ
る
。
木
場
明
志
は
、「
陰
陽
師
兼
暦
師
」
と
あ
る
家
々
が

軒
を
接
し
て
い
た
様
子
が
よ
く
判
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
吉
田
栄
治
郎
は
、

貞
享
年
間
の
陰
陽
町
と
比
較
す
る
た
め
、
陰
陽
町
の
家
並
を
図
示
し
、
町
屋

十
六
軒
の
う
ち
陰
陽
師
・
暦
師
は
六
家
に
す
ぎ
ず
、
通
例
の
奈
良
町
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
様
子
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
述
べ
た
。

❷
吉
川
家
文
書
を
使
う
―「
暦
掛
り
記
録
」の
分
析
―

　
（
一
）「
暦
掛
り
記
録
」
の
全
体
像

　

次
に
、
吉
川
家
文
書
の
中
で
も
、
南
都
暦
お
よ
び
地
方
暦
の
版
行
に
関
す

る
詳
細
な
情
報
を
得
ら
れ
る
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た「
暦
掛
り
記
録
」

を
分
析
す
る
。

表２　「暦掛り記録」の内容

丁数 内容
表紙 「嘉永七甲寅年正月吉祥日」「暦掛り記録」
1 オ・ウ 白紙
2 オ～ 4 オ 例年の新暦願に関する諸事（頒暦調御用所宛て提出時の内袋の雛形，例年暦願時期ほか）
4 ウ～ 9 オ 嘉永 7 年新暦願関係文書写し
9 ウ～ 11 オ 嘉永 4 年 11 月 8 日付け文書写し（天文方改めの押切写しほか）
11 ウ～ 13 オ 例年の献上暦に関する諸事（土御門殿献上暦控・御奉行所献上暦控）
13 ウ 白紙
14 オ～ 16 オ 嘉永 7 年新暦願関係文書写し
16 ウ～ 18 オ 安政 2 年新暦願関係文書写し
18 ウ～ 20 オ 安政 3 年新暦願関係文書写し
20 ウ～ 24 ウ 安政 4 年新暦願関係文書写し
25 オ～ 28 オ 安政 5 年新暦願関係文書写し
28 ウ～ 31 オ 安政 6 年新暦願関係文書写し
31 ウ～ 34 オ 安政 7（万延元）年新暦願関係文書写し
34 ウ～ 37 ウ 文久元年新暦願関係文書写し（藤木美濃一件につき覚書を含む）
38 オ～ 41 オ 文久 2 年新暦願関係文書写し（文久 3 年天文方との書状・押切に係る諸事を含む）
41 ウ・42 オ 文久 3 年新暦願関係文書写し
42 ウ～ 44 ウ 元治元年新暦願関係文書写し
45 オ・ウ 慶応元年新暦願関係文書写し
46 オ～ 47 ウ 慶応 2 年新暦願関係文書写し
48 オ・ウ 慶応 3 年新暦願関係文書写し
49 オ・ウ 白紙
50 オ～ 55 ウ 御本所様よりの御一新に伴う達し以降の対応
56 オ～ 59 オ 明治 2 年 10 月，藤岡丹波陰陽職弘暦者退職，和清相続につき各種書類写し
59 ウ・60 オ 明治 2 年 10 月，土御門家陰陽道制令者申し付けられ候につき奈良県宛て届写し
60 ウ 白紙
背表紙 「陰陽生　組中」
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先
述
し
た
よ
う
に
、
先
行
研
究
は
、「
暦
掛
り
記
録
」
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

抽
出
し
て
は
い
る
が
、
史
料
全
体
の
紹
介
は
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
表
2

に
、「
暦
掛
り
記
録
」
の
全
体
像
を
ま
と
め
た
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
の
中
で
も
、
三
丁
ウ
ラ
の
記
述
か
ら
、
毎
年
の
発
行
ま
で
の
過
程

が
わ
か
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。

〔
史
料
1
〕

　
　
　

例
年
暦
願

　
　
　
　
　
　

五
月
中
ニ
新
暦
願
出
ル

　
　
　
　
　
　

七
八
月
中
ニ
御
写
本
暦
頂
戴

　
　
　
　
　
　

九
月
中
ニ
校
合
改
差
出
ス

　
　
　
　
　
　

十
月
十
一
月
中
旬
迄
校
合
相
済

　
　
　
　
　
　

十
二
月
朔
日
御
奉
行
様
江
暦
献
上

　
　
　
　
　
　

十
一
月
中
ニ
御
殿
向
献
上
暦
差
出
ス

　　

こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、「
彫
刻
摺
立
方
」
に
三
月
上
旬
か
ら
取
り
掛
か
り
た
い

と
い
う
明
治
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
（「
暦
局
御
用
掛
宛
願
書
綴
」）
よ
り
遅
い
が
、

お
そ
ら
く
天
保
改
暦
以
降
は
、
同
様
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、「
暦
掛
り
記
録
」
か
ら
は
、〔
史
料
1
〕
で
い
う
「
例
年
」
と
は
違
う
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ
た
年
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、
節
を
改
め
て
、
そ
う

し
た
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
事
象
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か
、
な
ぜ
、
そ
の
よ

う
な
事
象
が
起
こ
っ
た
の
か
確
認
し
よ
う
。

　
（
二
）
新
暦
作
成
の
遅
れ

　
表
3
を
見
る
と
、
幕
末
に
お
い
て
は
、
江
戸
表
か
ら
の
御
写
本
暦
頂
戴
が
、
目
標

と
さ
れ
て
い
る
七
～
八
月
中
よ
り
遅
れ
が
ち
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
ら
に
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
は
、
予
期
せ
ぬ
要
因
で
、
例
年
だ
と
七
～
八

月
で
あ
る
江
戸
表
か
ら
の
御
写
本
暦
頂
戴
が
、
十
月
に
な
っ
た
。「
暦
掛
り
記
録
」

表３　新暦作成の時期

江戸表と番所に
新暦の願い出 御写本暦頂戴 校合改差出し 校合相済 奉行宛て暦献上 御殿向献上暦

差出し

例年の予定 
（「暦掛り記録」による） 5 月 6 ～ 7 月 9 月 10 月～ 11 月中旬 12 月 朔日 11 月中

嘉永 4 11 月 8 日

嘉永 7（安政元） 5 月 24 日 8 月 16 日 9 月 21 日 10 月 16 日 12 月 11 日

安政 2 5 月 26 日 9 月 朔 日 9 月 晦日 11 月 11 日

安政 3 5 月 26 日 8 月 28 日 9 月 25 日 11 月 3 日

安政 4 5 月 24 日 8 月 24 日 9 月 28 日～ 29 日 10 月 晦日

安政 5 5 月 25 日 10 月 9 日 10 月 29 日 11 月 20 日

安政 6 5 月 26 日 9 月 3 日 ① 10 月 6 日      
② 11 月 22 日 ① 11 月 17 日

安政 7（万延元） 5 月 26 日 9 月 10 日 10 月 11 日 12 月 5 日

文久元 5 月 27 日 11 月 6 日 11 月 8 日

文久 2 8 月 27 日 9 月 20 日

文久 3 5 月 27 日 10 月 5 日

元治元 5 月 23 日 9 月 11 日 10 月 26 日

慶応元 10 月 26 日頃か

慶応 2 5 月 24 日 9 月 8 日 10 月 22 日 正月 12 日か

慶応 3 5 月 23 日 9 月 12 日 10 月 25 日

空欄は「暦掛り記録」に記述が見られないものを示す。
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に
は
、
そ
の
理
由
が
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
史
料
2
〕

右
ハ
例
年
七
八
月
中
ニ
江
戸
表
ゟ
御
下
ケ
被
下
候
之
処
、
去
ル
八
月
ニ　

御
公

儀
様
御
凶
事
ニ
付
、
五
十
日
御
忌
ニ
付
延
引
相
成
、
右
ニ
付
御
役
掛
方
へ
引
合

ニ
お
よ
ひ
再
願
伺
罷
出
候
積
り
之
処
、
院
経
師
方
へ
同
断
延
引
之
事
故
差
扣
見

合
、
十
月
九
日
之
頂
戴
ニ
相
成
候
、
以
来
心
得
之
た
め
相
扣
へ
申
置
事

　　
「
御
公
儀
様
御
凶
事
」
と
は
、
七
月
六
日
に
将
軍
徳
川
家
定
が
死
去
し
た
こ
と
を

指
す
。
こ
の
年
は
、
南
都
暦
師
か
ら
の
新
暦
願
は
例
年
通
り
五
月
中
だ
っ
た
が
、
不

慮
の
出
来
事
に
よ
り
、
以
降
の
時
間
の
余
裕
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
校
合
改
の
提
出
を
十
月
二
九
日
、
校
合
の
完
了
を
十
一
月
二
十
日
と
、
少

し
ず
つ
短
い
期
間
で
済
ま
せ
た
結
果
、
目
標
と
さ
れ
て
い
る
十
一
月
中
旬
か
ら
少
し

の
遅
れ
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

傍
線
部
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
陰
陽
町
の
暦
師
・
陰
陽
師
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の

心
得
の
た
め
に
記
録
を
残
そ
う
と
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
南
都
の
暦

師
惣
代
と
し
て
の
吉
川
家
当
主
、
さ
ら
に
は
、
南
都
暦
師
た
ち
の
、
記
録
に
対
す
る

意
識
を
読
み
取
れ
る
記
述
で
あ
る
。

　

安
政
六
年
も
例
年
通
り
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
今
度
は
、
南
都
暦
師
側
の
ミ
ス
が

大
き
な
要
因
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
写
本
暦
の
受
け
取
り
が
例
年
よ
り
少

し
遅
れ
て
九
月
三
日
に
な
り
、
南
都
暦
師
か
ら
の
校
合
改
提
出
も
十
月
六
日
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
十
一
月
十
七
日
に
江
戸
で
校
合
が
済
ん
だ
旨
を
知
ら
さ
れ
た
が
、
天

赦
日
の
落
字
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
再
度
、
校
合
改
め
を

十
一
月
二
十
二
日
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
再
提
出
の
事
例
は
、「
暦
掛
り
記

録
」
か
ら
は
他
に
確
認
で
き
な
い
が
、
急
い
で
校
合
改
め
を
提
出
し
た
結
果
、
正
確

性
が
低
く
な
り
、
さ
ら
に
厳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
の
再
提
出
が
必
要
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

続
く
安
政
七
年
（
万
延
元
年
）
も
、
南
都
暦
師
側
の
校
合
が
、
例
年
よ
り
遅
れ
た
。

〔
史
料
3
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚

一
例
年
校
合
済
十
一
月
中
旬
迄
ニ
相
済
候
処
、
当
年
ハ
十
二
月
ニ
相
成
至
相
済

不
申
、
御
状
等
も
御
差
越
無
之
ニ
付
、
御
懸
り
正
岡
様
へ
吉
川
氏
引
合
ニ
罷

出
、
其
後
十
二
月
六
日
ニ
御
状
ハ
渡
し
相
成
、
奉
行
所
様
へ
藤
木
罷
出
無
滞

相
済
事

　
　

�

右
ニ
付
伺
願
書
相
認
左
之
通
り
相
願
申
上
候
積
之
所
、
前
日
相
済
候
願
書

差
出
し
ニ
ハ
不
及
事

　

吉
川
家
当
主
が
「
御
懸
り
」（
暦
掛
り
正
岡
）
の
も
と
に
出
向
い
た
結
果
、
陰
陽

師
惣
代
で
あ
る
藤
木
長
門
・
山
村
左
門
の
口
上
を
記
し
た
文
書
を
提
出
す
る
必
要
は

な
く
な
っ
た
が
、
南
都
暦
師
側
の
事
情
で
遅
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
連
年
遅
れ
が
生
じ
て
い
た
幕
末
の
暦
校
合
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
続
く

文
久
元
年
は
、「
大
延
引
」
と
な
っ
た
。

〔
史
料
4
〕

　
　
　
　
　
　
　
　

覚

一
十
一
月
六
日
御
写
本
暦
頂
戴
ニ
付
、
藤
木
中
尾
奉
行
所
へ
罷
出
、
例
年
之
通

り
相
済
引
取
事
、
当
年
ハ
大
延
引
ニ
成
掛
り
、
御
役
人
中
ヘ
頼
入
御
歎
願
差

上
候
而
、
依
之
葉
山
左
衛
門
尉
様
之
御
斗
ヲ
以
、
江
戸
表
ゟ
六
日
切
ニ
而
当

着
之
事　

　
　
　
　

酉
年　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木
長
門

　
　
　
　
　

十
一
月
六
日　
　
　

出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
尾
主
膳

　

な
お
、〔
史
料
4
〕
の
直
前
に
は
、
こ
の
年
の
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
次
の

よ
う
な
出
来
事
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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〔
史
料
5
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚
書

一
八
月
十
四
日
夕
、
京
大
経
師
降
屋
内
匠
殿
半
田
横
町
宇
陀
屋
平
右
衛
門
方
へ

罷
出
被
申
候
、
其
夜
以
手
代
、
書
状
に
て
対
面
致
度
由
被
申
参
候
、
其
砌
御

殿
御
仕
方
ニ
付
、
調
達
講
加
入
之
義
ニ
付
、
三
上
様
御
出
役
ニ
付
、
吉
川
若

狭
罷
出
候
砌
、
大
経
師
と
出
合
ニ
付
、
以
其
席
ニ
而
対
面
致
候
処
、
先
方
被

申
候
ニ
者
、
先
達
而
ゟ
段
々
引
合
申
上
居
候
御
組
中
之
内
、
藤
木
美
濃
殿
者

大
坂
表
ニ
而
弘
暦
被
致
候
、
右
ニ
付
大
坂
表
ニ
而
取
次
所
へ
段
々
及
引
合
候

へ
共
埒
明
不
申
候
ニ
付
、
当
地
御
奉
行
所
様
江
可
致
訴
訟
由
被
申
候
ニ
付
、

売
暦
方
山
村
中
尾
も
右
申
入
、
両
人
も
度
々
被
及
引
合
候
処
、
対
談
不
行
届

候
ニ
付
、
同
廿
日
御
奉
行
様
江
願
書
被
差
出
候
ニ
付
、
仲
間
惣
代
并
藤
木
美

濃
被
差
出
、
右
大
経
師
ゟ
願
之
趣
被
仰
聞
ニ
付
、
下
対
談
之
御
願
申
上
、
吉

川
并
山
村
を
以
詫
書
ヲ
以
下
済
之
積
相
成
、
同
廿
二
日
之
朝
大
経
師
伺
達
ニ

而
下
済
之
趣
申
上
、
請
書
等
認
奉
差
上
ニ
而
大
経
師
願
書
被
差
上
候
、
御
下

ケ
ニ
相
成
、
右
同
道
ニ
而
引
取
相
済
事
、
御
掛
り
与
力
玉
井
郷
七
郎
殿
同
心

村
田
耕
作
殿
も　

翌
廿
三
日
ゟ
大
坂
表
江
罷
出
、
藤
木
美
濃
弘
売
取
次
所
へ

罷
越
、
被
渡
置
之
（
候

書
カ

付
）

取
上
帰
南
可
致
事
、
右
ニ
付
八
月
十
四
日
ゟ
九
月
朔

日
迄
吉
川
若
狭
山
村
左
門
中
尾
主
膳
引
合
伺
ニ
相
懸
、
朔
日
帰
南
之
節
、
翌

二
日
ニ
大
経
師
方
へ
右
之
由
以
手
紙
申
遣
候
事
、
大
坂
ニ
而
松
浦
方
へ
大
経

師
出
張
、
八
月
廿
六
日
大
経
師
京
都
へ
引
取
、
同
廿
八
日
ニ
当
方
も
引
取
候

義
申
遣
事
、
九
月
六
日
夕
御
殿
ゟ
飛
脚
壱
人
吉
川
へ
向
来
ル
事
、
右
御
達
書

壱
通
山
村
左
門
中
尾
主
膳
藤
木
美
濃
三
人
召
連
（
マ
マ
）連
参
殿
之
趣
被
仰
聞
、
右

吉
川
三
人
之
者
同
道
ニ
て
九
月
八
日
ゟ
上
京
之
事

　

傍
線
部
か
ら
は
、
南
都
暦
師
の
一
人
で
あ
る
藤
木
美
濃
が
、
大
坂
表
で
の
弘
暦
を

図
り
、売
暦
師
の
二
家
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
吉
川
家
文
書
に
は
、

万
延
元
年
か
ら
文
久
元
年
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
、
藤
木
美
濃
に
関
す
る
文
書
が
散

見
さ
れ
、
先
述
し
た
安
彦
勘
吾
の
他
に
吉
田
栄
治
郎
も
、
大
和
一
国
外
へ
の
頒
暦
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
例
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
（
（1
（

が
、
詳
細
な
検
討
は
加

え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
一
件
に
関
し
て
は
、
南
都
の
暦
師
・
陰
陽
師
間
で
の
問
題
で
あ
る
た
め
、
惣

代
で
あ
る
吉
川
家
も
、
解
決
の
た
め
に
追
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、

売
暦
師
と
頒
暦
師
の
間
の
関
係
が
フ
ラ
ッ
ト
で
な
か
っ
た
と
い
う
理
解
は
共
有
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
明
治
初
年
の
史
料
か
ら
も
、
そ
の
理
解
の
妥
当
性
を
見
て
取
れ

る
。
幕
末
維
新
期
の
記
録
に
見
ら
れ
る
南
都
の
暦
師
・
陰
陽
師
の
協
調
関
係
の
揺
ら

ぎ
は
、
造
暦
・
頒
暦
の
あ
り
方
に
ど
う
影
響
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
検
討
を
深

め
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
不
慮
の
出
来
事
が
校
合
に
影
響
し
た
年
と
し
て
、
元
治
元
年（
一
八
六
四
）

も
あ
げ
ら
れ
る
。

〔
史
料
6
〕

　

一
筆
啓
上
仕
候
、
寒
冷
之
節
先
以

　

天
文
方
様
益
御
安
泰
被
為
遊
御
座
恐
悦
至
極
被
成
候
、
次
ニ
各
々
様
弥
御
勇
健

勤
役
可
被
成
候
処
珍
重
之
御
儀
奉
存
候
、
然
者
来
丑
年
御
写
本
暦
を
以
当
地
暦

出
板
仕
候
付
御
校
合
御
願
奉
申
上
候
、
当
年
者
京
都
板
木
師
共
類
焼
ニ
而
職
方

手
支
候
付
、
延
引
仕
候
段
、
■
■
奉
恐
入
候
、
幾
重
ニ
も
御
仁
免
を
以
御
校
合

被
為
成
下
度
様
奉
願
上
候
、
先
者
右
御
断
奉
申
上
度
如
斯
御
座
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　

十
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
村
左
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
川
筑
後

　
　
　
　
　

吉
村
金
五
郎
様

　
　
　
　
　

寺
井
福
太
郎
様

　
　
　
　
　

吉
田
安
太
郎
様

　
「
京
都
板
木
師
共
類
焼
」
と
は
、
二
百
余
り
の
寺
社
と
八
百
以
上
の
町
が
焼
失
し

た
と
い
う
、
七
月
の
禁
門
の
変
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
幕
末
に
お
け
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る
京
都
の
動
乱
は
、
南
都
暦
師
た
ち
の
造
暦
・
頒
暦
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ

る
。

　

な
お
、「
暦
掛
り
記
録
」
に
は
、
も
う
一
か
所
、
京
都
の
板
木
師
と
の
関
係
が
わ

か
る
記
述
が
あ
る
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
の
部
分
を
引
用
し
よ
う
。

〔
史
料
7
〕

　
　
　
　
　
　

口
上
覚

一
慶
應
四
年
戊
辰
年
御
写
本
暦
九
月
十
二
日
頂
戴
、
判
木
出
来
、
十
月
廿
日
判

木
師
当
地
江
下
り
、
同
廿
五
日
校
合
相
済
御
奉
行
所
江
改
校
合
差
出
し
、
翌

廿
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
川
筑
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
尾
主
膳

　
　
　
　
　

十
月
廿
六
日

　
　
　

京
烏
丸
通
高
辻
上
町

　
　
　
　
　

判
木
師 

路
熊
敬
助
殿

　　

路
熊
敬
助
は
、
現
在
の
株
式
会
社
ロ
ク
マ
の
創
業
者
と
見
做
さ
れ
る
、
天
保
三
年

（
一
八
三
二
）
に
開
業
し
た
版
木
彫
刻
師
で
あ
る
（
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）。
安

彦
勘
吾
は
、
中
尾
家
の
版
木
の
墨
書
に
基
づ
き
、
大
坂
の
彫
刻
専
門
家
へ
の
発
注
を

指
摘
し
た
が
、〔
史
料
6
〕
や
〔
史
料
7
〕
か
ら
は
、
京
都
の
板
木
師
に
も
依
頼
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
安
彦
は
、
奈
良
暦
研
究
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、「
摺

り
を
任
せ
る
人
を
ど
こ
か
ら
雇
っ
た
か
」
を
あ
げ
て
い
た
。「
暦
掛
り
記
録
」
か
ら

は
、
大
坂
の
板
木
師
に
関
す
る
情
報
を
得
ら
れ
な
い
の
で
、
大
坂
と
京
都
の
板
木
師

と
南
都
暦
師
と
の
関
係
が
、
家
や
時
期
に
よ
っ
て
違
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ

こ
で
は
、
南
都
の
暦
師
・
陰
陽
師
が
、
奈
良
だ
け
で
な
く
、
大
坂
や
京
都
の
人
び
と

と
の
関
わ
り
の
中
で
作
ら
れ
配
ら
れ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
に
、
奈
良
以
外
の
社
会
状

況
か
ら
も
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
（
三
）「
御
一
新
」
と
南
都
暦

　
「
暦
掛
り
記
録
」
は
、
話
題
の
切
れ
目
に
白
紙
の
丁
が
置
か
れ
て
い
る
。
慶
応
三

年
と
四
年
の
間
の
一
丁
が
白
紙
に
な
っ
て
い
る
が
、
白
紙
の
後
の
記
述
は
、
幕
末
維

新
期
に
お
け
る
暦
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
と
て
も
興
味
深
い
。

〔
史
料
8
〕

　
　
　
　
　
　
　
　

覚
書

一
慶
應
四
戊
辰
年
二
月
廿
八
日
御
本
所
様
ゟ
御
達
し
書
状
到
来
拝
見
之
処
、
今

般　

御
一
新
之
折
柄
、
京
師
之
以
側（
マ
マ
）量

推
歩
、
頒
暦
等
於
当
御
本
所
ニ
被
為

　

執
行
候
趣
被
為
蒙
仰
候
ニ
付
、其
表
一
統
江
被
相
達
候
様
被　

仰
出
候
間
、

早
々
恐
悦
可
申
上
旨
御
沙
汰
ニ
候
事

　
　
　
　
　

二
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暦
御
役
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
川
筑
後
殿

右
ニ
付
二
月
晦
日
ゟ
惣
代
吉
川
筑
後
供
壱
人
上
京
致
恐
悦
申
上
、
是
迄
江
戸

表
ゟ
年
々
相
廻
り
候
次
第
売
付
持
参
可
致
様
御
沙
汰
付
、
仲
間
勘
定
帳
并
書

付
持
参
差
上
事

一
七
月
廿
八
日
御
本
所
様
ゟ
仲
間
方
年
々
配
暦
致
し
候
暦
員
数
高
取
調
可
差
出

候
様
被
仰
付
候
ニ
付
、
一
統
相
調
員
数
高
書
附
可
差
出
事
其
旨
被
仰
聞
候
、

未
暦
方
御
取
極
無
之
ニ
付
、
追
而
取
極
り
上
、
御
沙
汰
事
被
仰
出
事

一
八
月
廿
一
日
御
本
所
様
ゟ
御
達
し
状
ニ
付
、
惣
代
吉
川
罷
出
候
処
、
今
般
頒

暦
方
取
極
御
治
定
ニ
相
成
間
、来
巳
年
弘
暦
御
下
ケ
被
成
下
候
間
左
相
心
得
、

明
昼
後
八
ツ
時
頃
ニ
罷
出
候
様
被
仰
聞
候
間
、
翌
八
ツ
時
頃
参
殿
致
候
処
、

来
巳
年
弘
暦
被
仰
付
候
ニ
付
て
ハ
御
申
渡
候
義
も
在
之
候

　

右
御
申
渡
之
趣
御
達
書
御
書
付
御
下
ケ
被
成
候
御
請
書
カ

可
申
上
旨
被
仰
付

候
、
則
其
節
取
次
三
上
様
ゟ
御
渡
し
相
成
候
御
請
書
御
玄
関
ニ
而
奉
差
上
様

被
仰
付
候
へ
共
、
惣
代
実
印
無
之
ニ
付
、
帰
南
之
上
奉
差
上
候
様
願
申
上
、
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帰
南
迄
猶
予
御
願
申
上
、
仮
請
書
奉
差
上
候
而
帰
南
之
事

　

右
御
申
渡
之
趣
帰
南
早
々
一
統
寄
合
之
上
申
渡
、
一
統
難
在
承
知
事
同
様
書

付
別
紙
之
旨
申
越
事

一
其
後
山
村
左
門
中
尾
主
膳
上
京
致
し
、
私
共
是
迄
南
都
表
売
暦
致
居
候
ニ

付
、
此
度
御
一
新
ニ
付
、
惣
代
ゟ
一
統
弘
暦
者
と
被
仰
付
候
趣
、
何
卒
私
共

両
人
江
是
迄
之
通
り
売
暦
之
分
御
願
申
上
度
由
被
願
出
候
処
御
聞
届
、
口
上

ニ
て
其
旨
帰
南
惣
代
江
相
達
し
候
様
被
仰
付
候
、
右
付
両
家
ゟ
吉
川
江
以
後

是
迄
之
通
り
両
人
江
売
暦
被
仰
聞
候
間
、
是
迄
之
通
り
相
心
得
、
一
統
売
暦

不
相
成
様
申
来
候
、
右
付
惣
代
十
月
十
一
日
ゟ
上
京
致
し
、
御
本
所
ニ
而
両

人
ゟ
願
之
趣
相
伺
候
処
、
吉
田
氏
被
罷
出
、
則
御
殿
玄
関
ニ
お
ひ
て
先
達
而

御
申
渡
之
義
ハ
是
迄
之
通
不
申
入
候
旨
、
山
村
中
尾
両
家
ハ
是
迄
之
通
り
売

暦
可
致
様
申
付
候
旨
被
仰
聞
、
乍
恐
申
上
候
、
先
達
而
惣
代
江
向
御
申
渡
し

之
書
付
御
渡
し
相
成
難
在
頂
戴
仕
候
御
趣
意
之
趣
、　

今
般
御
一
新
ニ
付
、

是
迄
之
振
合
と
ハ
事
替
候
儀
ニ
付
、御
殿
方
ニ
て
暦
御
摺
立
御
渡
し
被
成
候
、

右
付
夫
々
冥
加
并
諸
入
用
等
算
用
藤
本
美
作
被
仰
付
、
左
候
得
者
両
人
之
者

共
江
差
出
候
而
、其
調
ニ
預
り
度
御
願
上
候
処
、引
立
御
状
御
下
ケ
相
成
早
々

引
立
差
出
候
、
十
月
十
七
日
ニ
京
着
致
し
、
両
人
并
藤
木
美
濃
三
人
共
十
七

日
昼
後
上
京
、翌
十
八
日
吉
川
藤
本
藤
木
山
村
中
尾
五
人
同
道
参
殿
致
し
候
、

右
之
御
調
ニ
付
、
山
村
左
門
中
尾
主
膳
両
人
奥
江
被
召
出
候
而
川
本
藤
八
様

ゟ
御
尋
之
義
、
先
年
売
暦
始
之
節
御
殿
ゟ
御
書
付
頂
戴
致
し
被
願
候
書
付
持

参
ニ
付
差
上
申
事
、
右
両
人
引
申
カ

昼
後
ニ
及
ひ
右
三
人
奥
江
被
罷
出
候
而
、

此
度
之
儀
御
調
被
仰
付
度
五
人
ゟ
右
之
通
書
付
差
出
候
ニ
付
、
其
許
十
人
之

者
共
先
年
ゟ
之
古
キ
書
付
等
有
之
哉
御
尋
ニ
付
、
猶
又
取
調
申
上
様
御（
暇仮カ

申）

上
而
三
人
帰
南
、
古
記
糺
取
調
十
九
日
帰
南
、
廿
三
日
上
京
致
し
、
右
書
付

五
通
り
御
座
候
処
、
追
而
御
沙
汰
之
由
被
仰
聞
引
取
申
上
候
事
、
其
後
十
月

晦
日
惣
方
被
召
出
、
改
而
御
書
付
御
渡
し
ニ
付
被
成
則
別
紙
之
旨
事
相
済
一

統
落
着
申
上
候
、
暦
方
引
合
俵
利
江
申
出
、
十
一
月
九
日
惣
方
帰
南
之
事

一
其
後
藤
本
藤
木
私
用
ニ
付
上
京
致
し
候
処
、
御
殿
向
御
用
在
之
趣
俵
屋
へ
向

達
し
而
参
殿
致
し
候
処
、
献
上
暦
之
分
其
以
見
差
出
被
成
、
暦
列
新
調
致
し

度
被
仰
付
而
、
本
暦
売
暦
致
候
義
被
相
上
候
書
付
一
通
頂
戴
致
し
、
則
藤
本

廿
四
日
帰
南
之
上
御
許
容
之
書
付
拝
見
、翌
廿
四
日
山
村
中
尾
吉
川
へ
呼
寄
、

大
本
暦
売
暦
致
候
儀
停
止
之
旨
申
渡
候
、
売
暦
ハ
長
暦
略
暦
大
小
柱
弐
通
り

ヲ
以
売
暦
可
致
事
、
本
暦
ハ
土
産
弘
暦
斗
ニ
限
候
事
申
渡

　
　
　
　

十
一
月
廿
四
日

　

右
弘
暦
一
統
右
之
趣
相
達
申
置
事

　

二
月
二
十
八
日
付
け
の
覚
え
書
き
で
、「
御
一
新
」
に
よ
っ
て
、
京
都
の
土
御
門

家
が
、
測
量
や
頒
暦
を
司
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
土
御
門
家
の
暦
役
所
か
ら
南

都
暦
師
の
惣
代
吉
川
筑
後
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
二
日
後
の
二
月

晦
日
に
吉
川
筑
後
は
上
京
し
て
、
以
後
の
対
応
を
確
認
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
少
し
間
が
空
い
て
、
七
月
二
十
八
日
に
、
土
御
門
家
か
ら
毎
年
の
配
暦
の

員
数
を
調
べ
て
提
出
す
べ
き
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。「
未
暦
方
御
取
極
無
之
ニ

付
」
と
い
う
表
現
か
ら
、「
御
一
新
」
が
、
造
暦
・
頒
暦
の
あ
り
方
に
短
期
間
で
の

転
換
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
惣
代
で
あ
っ
た
吉
川
筑
後

は
、
度
々
上
京
し
て
、
土
御
門
家
と
や
り
取
り
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
付
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
八
～
十
月
の
ど
こ
か
で
、
売
暦
師
で

あ
っ
た
山
村
左
門
・
中
尾
主
膳
の
両
名
も
上
京
し
、
従
来
通
り
の
売
暦
を
認
め
て

ほ
し
い
と
、
直
接
土
御
門
家
に
伝
え
て
い
る
。「
暦
掛
り
記
録
」
の
表
現
を
見
る
と
、

両
名
は
、
御
一
新
に
と
も
な
っ
て
南
都
暦
師
「
一
統
」
で
「
弘
暦
者
」
と
な
る
こ
と

が
伝
え
ら
れ
た
た
め
、
売
暦
師
と
頒
暦
師
の
区
別
が
な
く
な
る
こ
と
を
懸
念
し
た
の

だ
ろ
う
。
ま
た
、
先
述
し
た
、
頒
暦
師
で
あ
る
藤
木
美
濃
が
大
坂
で
売
暦
を
し
て
い

た
よ
う
な
、
大
和
国
外
で
の
売
暦
の
事
例
を
考
慮
し
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

度
々
上
京
し
て
い
た
惣
代
の
吉
川
筑
後
を
通
し
て
で
は
な
く
、
直
接
土
御
門
家
の

も
と
に
向
か
い
、
従
来
通
り
の
売
暦
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
言
質
を
取
ろ
う
と
し
た
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点
か
ら
、
売
暦
師
と
頒
暦
師
の
関
係
性
を
読
み
取
れ
る
。

　

こ
の
「
御
一
新
」
に
伴
う
売
暦
・
頒
暦
の
転
換
は
、
決
着
が
長
引
い
た
。
十
月

十
八
日
に
は
、「
古
記
糺
」
と
い
う
、
古
記
録
の
取
り
調
べ
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
何
が
参
照
さ
れ
た
の
か
不
明
だ
が
、
吉
川
家
文
書
に
は
、
背
表
紙
に
「
陰
陽
生

組
中
」と
書
か
れ
た「
暦
掛
り
記
録
」の
よ
う
に
、
陰
陽
町
あ
る
い
は
南
都
の
暦
師
・

陰
陽
師
た
ち
の
共
有
文
書
と
考
え
ら
れ
る
史
料
が
あ
る
。
本
稿
で
は
論
じ
き
れ
な
い

が
、
吉
川
家
文
書
は
、
史
料
の
文
言
に
注
目
す
る
だ
け
で
な
く
、
史
料
群
全
体
の
形

成
過
程
や
利
用
面
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
筆
者
が
二
〇
二
一
年
に
発
表
し
た
「
吉
川
家
文
書
の
陰
陽
道
関
係
史

料
」
を
補
足
す
る
形
で
、
吉
川
家
文
書
を
用
い
た
先
行
研
究
を
整
理
し
、
今
後
の
検

討
課
題
を
考
え
た
。
そ
し
て
、
吉
川
家
文
書
の
う
ち
、「
暦
掛
り
記
録
」
を
詳
細
に

分
析
し
た
。

　

吉
川
家
文
書
の
よ
う
に
、
文
書
史
料
も
モ
ノ
資
料
も
あ
り
、
暦
・
陰
陽
道
い
ず
れ

の
研
究
に
も
資
す
る
資
料
群
は
珍
し
い
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
、
他
の
資
料
群
で

あ
っ
て
も
、
地
方
で
活
動
し
た
暦
師
・
陰
陽
師
に
関
す
る
史
料
の
分
析
方
法
と
し
て
、

次
の
点
に
留
意
す
る
こ
と
は
有
効
だ
と
考
え
る
。

①
資
料
群
の
全
体
像
へ
の
着
目
…
史
料
が
ど
の
よ
う
に
近
世
社
会
（
あ
る
い
は
近
代

社
会
）
に
お
い
て
使
わ
れ
て
き
た
の
か
、
資
料
群
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の

か
と
い
う
視
点
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
視
点
に
よ
っ
て
、
史
資
料
が
伝
来
し

た
家
だ
け
で
な
く
、
地
方
暦
師
・
陰
陽
師
の
集
団
で
共
有
さ
れ
た
知
識
や
情
報
も

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

②
陰
陽
師
内
部
の
関
係
性
へ
の
留
意
…
例
え
ば
、
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た

売
暦
師
と
頒
暦
師
の
間
の
矛
盾
や
、
退
職
者
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
頒
暦
師
の
中
で

の
差
異
は
理
解
し
や
す
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
本
稿
で
指
摘
し
た
い
の
は
、
藤
木

美
濃
の
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
矛
盾
を
孕
ん
だ
暦
師
・
陰
陽
師
集
団
に
お
い

て
、
最
低
限
の
協
調
関
係
が
模
索
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
史

料
が
生
成
す
る
局
面
を
考
え
る
と
、対
立
や
矛
盾
の
関
係
は
目
に
つ
き
や
す
い
が
、

例
え
ば
「
暦
掛
り
記
録
」
の
よ
う
な
情
報
量
が
多
い
史
料
を
丹
念
に
読
み
込
む
な

ど
し
て
、
当
時
の
集
団
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
解
明
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

③
外
部
と
の
関
係
へ
の
留
意
…
地
方
暦
師
・
陰
陽
師
が
生
き
た
地
域
の
人
び
と
、
京

都
の
土
御
門
家
、
あ
る
い
は
土
御
門
家
の
江
戸
役
所
、
幕
府
天
文
方
な
ど
と
の
関

係
に
留
意
す
る
こ
と
は
勿
論
だ
が
、本
稿
で
言
及
し
た
京
都
の
板
木
師
の
よ
う
に
、

史
料
を
丁
寧
に
読
み
込
む
こ
と
で
新
た
な
存
在
に
気
付
く
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、

檀
家
と
の
関
係
の
実
態
の
解
明
も
、
依
然
と
し
て
南
都
の
暦
師
・
陰
陽
師
の
研
究

課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
京
都
の
情
勢
が
奈
良
に
お
け
る
新
暦
作
成
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
よ
う
に
、
地
方
暦
師
・
陰
陽
師
と
関
係
が
あ
る
人
び
と
が
暮
ら
し
た

他
地
域
の
情
勢
が
、
暦
師
・
陰
陽
師
に
影
響
を
与
え
る
側
面
が
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、

特
に
、
暦
師
・
陰
陽
師
以
外
と
の
関
係
の
具
体
像
の
解
明
は
、
と
て
も
重
要
な
検

討
課
題
と
な
る
。

　

ま
た
、
木
場
明
志
が
「
官
金
覚
」
か
ら
、
上
納
が
あ
っ
た
場
合
の
制
令
者
へ
の
割

戻
金
の
定
め
が
あ
る
こ
と
も
「
興
味
深
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
な
、
金
銭
面
・

経
営
面
の
分
析
は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
幕
末
維
新
期
か
ら
近
代

ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
分
析
も
進
め
る
必
要
が
あ
る
。「
暦
掛
り
記
録
」
の
慶
応
四

年
の
記
事
か
ら
は
、「
御
一
新
」
が
地
方
暦
師
集
団
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
を
窺

え
る
。
近
年
、
暦
の
近
世
か
ら
近
代
へ
の
転
換
に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
だ
が
、
そ
こ

で
は
、
主
に
、
旧
暦
か
ら
新
暦
へ
の
転
換
点
が
注
目
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
印
象
を
受

け
る
。
改
暦
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
に
異
論
は
な
い
が
、
京
都
の
類
焼
の
影
響
や

慶
応
四
年
の
「
御
一
新
」
な
ど
、
幕
末
維
新
期
の
社
会
変
動
に
よ
っ
て
、
地
方
暦
師

お
よ
び
地
方
陰
陽
師
た
ち
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
押
さ
え
て

お
き
た
い
。
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（
附
記
）

　

本
稿
に
は
、
企
画
展
示
「
陰
陽
師
と
は
何
者
か
―
う
ら
な
い
、
ま
じ
な
い
、
こ
よ

み
を
つ
く
る
」
の
準
備
期
間
や
会
期
中
に
、
展
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
や
展
示
観
覧

者
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
盛
り
込
め
な
か
っ
た
。
展
示
図
録

『
陰
陽
師
と
は
何
者
か
―
う
ら
な
い
、
ま
じ
な
い
、
こ
よ
み
を
つ
く
る
』
（
小
さ
子

社
、
二
〇
二
三
年
）
の
吉
川
家
文
書
に
関
す
る
記
事
も
、
ぜ
ひ
参
照
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

（
船
橋
市
郷
土
資
料
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
二
二
年
一
一
月
二
一
日
受
付
、
二
〇
二
三
年
三
月
三
一
日
審
査
終
了
）

（
1
）　

本
稿
に
お
け
る
「
史
料
」
と
「
資
料
」
の
使
い
分
け
は
、
本
研
究
報
告
所
収
の
拙
稿
「
吉
川

家
文
書
を
理
解
す
る
た
め
に
」
に
準
ず
る
。
本
稿
で
は
、
主
に
近
世
か
ら
明
治
初
年
に
作
成

さ
れ
た
文
書
資
料
を
研
究
で
使
う
た
め
の
視
角
や
方
法
を
考
え
る
た
め
、「
史
料
」
と
い
う
文

言
を
主
に
用
い
て
論
を
進
め
る
。

（
2
）　
『
現
代
思
想
』
二
〇
二
一
年
五
月
臨
時
増
刊
号
「
総
特
集　

陰
陽
道
・
修
験
道
を
考
え
る
」、

細
井
浩
志
・
赤
澤
春
彦
・
梅
田
千
尋
・
小
池
淳
一
・
林
淳
編
『
新
陰
陽
道
叢
書
』
全
五
巻
（
名

著
出
版
、
二
〇
二
〇
～
一
年
）、
陰
陽
道
史
研
究
の
会
編
『
呪
術
と
学
術
の
東
ア
ジ
ア
』（
勉

誠
出
版
、
二
〇
二
二
年
）。

（
3
）　

山
下
克
明
「
陰
陽
道
関
係
の
伝
来
史
料
」、
高
田
義
人
「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
陰
陽
道
関

係
史
料
」、
遠
藤
珠
紀
「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
陰
陽
道
関
係
史
料
」、
山
本
琢
「
若
杉

家
文
書
の
陰
陽
道
関
係
史
料
」、
鈴
木
一
馨
「
皆
川
家
文
書
の
陰
陽
道
関
係
史
料
」、
拙
稿
「
吉

川
家
文
書
の
陰
陽
道
関
係
史
料
」。

（
4
）　

奈
良
市
史
編
集
室
編
『
吉
川
家
文
書
目
録
』（
同
編
集
室
、
一
九
八
二
年
）。
な
お
、
同
目
録

で
は
、「
７　

暦
陰
陽
道
関
係
文
書
」
と
い
う
「
・
」
が
無
い
表
記
を
採
用
し
て
い
る
。

（
5
）　

木
場
明
志
「
近
世
土
御
門
家
の
陰
陽
師
支
配
と
配
下
陰
陽
師
」（『
大
谷
学
報
六
二-
三
、

一
九
八
二
年
）。

（
6
）　

安
彦
勘
吾
「
奈
良
暦
師
に
つ
い
て
」（『
生
活
文
化
史
』
二
二
、
一
九
九
二
年
）、
吉
田
栄
治

郎
「
近
世
大
和
の
陰
陽
師
と
奈
良
暦
」（『
陰
陽
道
叢
書
3　

近
世
』
名
著
出
版
、一
九
九
二
年
）。

他
の
先
行
研
究
は
、
注
記
を
参
照
。

（
7
）　

書
物
・
出
版
研
究
の
ま
と
ま
っ
た
成
果
と
し
て
、『
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』
一
～
三
〇

（
二
〇
〇
六
年
～
二
〇
二
三
年
、
刊
行
継
続
中
）、『
シ
リ
ー
ズ
〈
本
の
文
化
史
〉』
一
～
四
（
平

凡
社
、
二
〇
一
五
～
六
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
に
お
け
る
「
暦
掛
り
記
録
」
の
分
析
と

関
わ
る
研
究
と
し
て
、
工
藤
航
平『
近
世
蔵
書
文
化
論
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）が
あ
る
。

註

（
8
）　

前
掲
註
3
拙
稿
。

（
9
）　

拙
稿
「
南
都
暦
師
・
陰
陽
師
の
読
書
―
吉
川
家
文
書
を
素
材
に
―
」（
平
成
十
六
～
十
八
年

度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
『
呪
術
・
呪
法
の
系
譜
と
実
践
に
関
す
る
総
合
的

調
査
研
究
』
研
究
代
表
者
・
小
池
淳
一
、
二
〇
〇
七
年
）、
拙
稿
「
幕
末
奈
良
陰
陽
師
の
活
動
」

（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
七
二-

一
〇
、
二
〇
〇
七
年
）、
拙
稿
「
奈
良
暦
師
吉
川
家
旧
蔵

資
料
」（『
歴
博
』
二
一
〇
、
二
〇
一
八
年
）。

（
10
）　

梅
田
千
尋
「
近
世
陰
陽
道
組
織
の
歴
史
的
展
開
」（
同
『
近
世
陰
陽
道
組
織
の
研
究
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
、
初
出
二
〇
〇
三
年
）、
同
「「
暦
占
書
」
の
出
版
と
流
通
」（『
シ
リ
ー

ズ
〈
本
の
文
化
史
〉
4　

出
版
と
流
通
』、
平
凡
社
、
二
〇
一
六
年
）、
同
「
近
世
南
都
の
暦

と
陰
陽
道
」（『
歴
博
』
二
一
〇
、
二
〇
一
八
年
）。

（
11
）　

前
掲
註
6
安
彦
勘
吾
「
奈
良
暦
師
に
つ
い
て
」、
吉
田
栄
治
郎
「
近
世
大
和
の
陰
陽
師
と
奈

良
暦
」。
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The purpose of this paper is to present a new perspective on the studies on historical documents 

and materials of local calendar craftsmen and local Onmyōji, based on the summary of previous 

research using the Yoshikawa Family Documents and the deciphering of “Koyomi-Gakari-Kiroku”, 

which is one of these documents and have been drew attention by many researchers.

The Yoshikawa Family Documents is a very rich collection related to the creation and distribution 

of calendars and the activity of Onmyōji in Nara. However, in previous studies, researchers have 

focused only on themes concerning their own interests and have paid little attention to the whole 

group of the archives and materials of Yoshikawa Family. Therefore, the members of our collaborative 

research focused on the overall picture of the Yoshikawa Family Documents and deciphered several 

noteworthy documents including “Koyomi-Gakari-Kiroku”.

“Koyomi-Gakari-Kiroku” is the document with a lot of information on the creation and distribution 

of local calendars, recorded from 1854 to 1869 by the calendar craftsmen (many of them are also 

Onmyōji) of Ingyo-Machi, Nara. However, previous researches using it analyzed only some of the 

articles, such as usual schedule of the creation and distribution of “Nara-Goyomi”, the local calendars 

created in Nara.

Therefore, we check the overall structure of “Koyomi-Gakari-Kiroku” and analyze it in detail. 

Then, we consider the subjects which have not received enough attention in previous studies, such 

as responses to unusual situations by the calendar craftsmen of Ingyo-Machi and their awareness of 

archiving.

Key Words: Local Calendar Craftsmen, Local Onmyōji, Yoshikawa Family Documents, the Creation 

and Distribution of Calendars, Studies on Historical Documents and Materials
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